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点字図書館をどう見るべきか

日本図紺館協会節害者サーピス委員会委員長 西 尾 正 二

視覚障害者の読書に関しては、 点字図書館が大きな役割を果たし

てきたことは言うまでもない。 しかし 同時に 、利用者の要望にし ゅ

うぶんこたえてきたかといえば、けっしてそうではないことも明ら

かである。その原因の最大のものは、 蔵習数の絶対的不足というこ

とである。日本盲人社会福祉施設協議会点字図書館部会の図因館サ

ービス委員会は、昨年かなり 大がかりな実態調資を行なっ た。その

集計を待たなければ最新のデータをも って語るこ とはできないが、

点字図書館問題研究会が昭和55年に行なった調査によると、 1館あ

たり平均蔵書数は、約 4,000タイトルとな っている。 これを公共図

書館とくらべるとどうであろうか。単純な比較は問題ではあるが、

昭和57年度の 1館あたり 平均蔵書数は約 59,000冊になる。この現実

を、点字図書館も公共図書館も直視すべきである。

これほど貧弱な蔵書 しか持 っていない まだその上に、点字図書館

の蔵書のかたまりが拍車をかける。これも前記調査の集計を見るま

では、はっきりしたことは言えないが、従来、文芸物ばかりが多 く

て専門書が少ないとはよく言われてき たことである。特に意を用い

て努力している館を除けば、 一般的にそうであろう と思う 。 けれど

も、人間は、娯楽のためだけに読書する のではない。教養の ため、

学習のため、また、たとえ高度に専門的にではなくても研究 ・調蒼

のために読書する。そのような利用者の要望には、多くこたえられ

ないのが今の点字図書館である。

蔵書数の不足よりもっと深刻な問題は、点字図書館が「図書館」

というなまえが付いているために、自 分たちは図書館なのだと思い
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続けてきたことである。利用者の求める資料は、どんなことをして

でも提供 しなければならないのだという認識がじ ゅうぶんでない 、

また、利用者のプライバシ ーを守るという点でも明確な意識がなく

て、業務の上にも必要な処置かとられないままに、図書館であると

思ってきたことがそれである。

他方、公共図書館が、 「地域の住民」の中に当然含まれているい

わゆる「節害者」をサービスの対象からはずしてきたことは、大き

なまちがいであった。視覚障害者については、 「点字図書館がある

のだから」ということが一種の免罪符になったかも知れないが、 他

の障害者についてはそうは言えない。が、今それはおくと しても、

その点字図書館が前述のとおりであるとすれば、点字図書館の存在

は、公共図書館が視覚障害者に対するサ ー ビスを行なわない理由に

ならない。公共図書館は、 「地域の住民にサ ー ビスをする」という

本筋に従って、視覚障害者へのサ ー ビスを推進すべきである。

もっとも 、点字図書館 と公共図書館は相協力すべきであるとか、

役割分担をすべきである という考え方もあるにはあるが、今はまだ

その段階ではないと思う。図書館サ ービスの理念と技術の面では、

公共図書館の方がはるかにすぐれている。反面、点訳 ・録音等の技

術と図書製作の体制は点字図書館の方が上である。この二つの面で

の両者の隔たりはあまりにも大きい。公共図書館は、障害者を含め

た 「地域の住民」へのサ ー ビスに全力をあげて取り組むぺきである。

点字図書館は、近年非常な盛りあがりを見せている「図書館」への

努力の道を、より一屑強力に歩んでいくぺきである。両者の協力体

制とか、 さらには点字図書館はどうあるべきかなどは、その時が来

てからでなければ論じられないのではなかろうか。
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。



—編集後 記ー一

前号から版組みや紙質を変えたところ、 「紙か悪くなっ てみすほ

らしい」、 「2段組みがなくなって、紙面が平板になった」、 「グラ

ピアがないのはさびしい」などの批判が、 編集部 に相ついで寄せら

れました。購読料値上げにともない、増ページしたのを機にイメー

ジ ・チェンジを図ったのですが、むしろ逆にイメージを悪く したよ

うで反省しています。さっそく本号から紙質を元に戻 し、 左右 2段

組みのペ ージを復活しました。ただ、グラピアについては、印刷黄

の値上げがからんできますので、購読料値上げの波及効果をみて、

復活するかどうか決めたいと思います。

その他の改正点については、文字間と行間を空けたことは、今の

ところ好評ですので、今後も継続したいと考えています。こう した

点につき、読者の皆様のこ意見をいただければ幸いです。

本号は 、盲人に対する図書館サ ービスのあり方について特集しま

した。まだまだ揺れ動いている視覚障害者の図書館サ ー ビスにどの

ようなメスを入れれば、視覚障害者から歓迎される態勢を作り上け

ることができるか、水先案内の役を少しでも果たせれば幸甚に存じ

ます。 （田中徹二）
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